
「解答・解答例等」「出題の意図」 

選抜区分 ２０２６年度 （選抜区分：外国人留学生特別選抜） 
経済学部   （科目名：小論文） 

今年度の外国人留学生特別選抜では、濱口桂一郎『賃金とは何か 職務給の蹉跌と所属給の呪

縛』（2024年、朝日新書）から一部を抜粋して出題しました。同書は日本の賃金制度の特徴およ

び成立経緯について論じています。今回の課題文の採用範囲においては、ジョブ型社会とメンバ

ーシップ型社会では賃金と職務の対応関係に差異があること、またそれが企業社会における労働

者の位置づけに起因しており、同根の差異が雇用契約や労働組合にもみられること、を指摘して

います。 

異なる社会・文化に飛び込んで学ぼうとする留学生が、日本語で書かれたこのような文献を通

じ、社会の特徴を経済的な観点から読み取る力、およびそれを本学での学びを含めた将来と関連

付けて日本語で表現する力、を見ることがねらいです。 

 

【問 1】 

 

（設問） 

ジョブ型社会とメンバーシップ型社会のそれぞれにおける、雇用契約と人事評価の特徴を、本

文に即して 200字以内で説明しなさい。 

 

（解答例） 

雇用契約に関しては、ジョブ型社会では労働者が遂行すべき職務が明確に規定されるのに対し、

メンバーシップ型社会では職務は採用後に使用者の命令によってきまるので契約には明記され

ない。人事評価については、ジョブ型社会では一般労働者は採用時に査定が行われ、採用後はよ

ほどのことがない限り査定されないのに対し、メンバーシップ型では労働者の職務遂行に関わる

潜在能力とやる気を評価する仕組みになっている。（195字） 

 

（解説） 

設問文が示す二つの社会の相違を簡潔にまとめることを求める設問です。両者の相違を的確に

表現することが重要です。 

 

【問 2】 

 

（設問） 

ジョブ型社会とメンバーシップ型社会のそれぞれにおける、労働組合の特徴を、本文に即して

200 字以内で説明しなさい。 

 

（解答例） 

ジョブ型社会における労働組合は、職業別・産業別に組織され、同一職業・同一産業の労働者

の利益を代表する。彼らの共通利益はその職業・産業に関わる職務給なので、それらが企業の枠

を超えて職業・産業全体で増加することを目指す。メンバーシップ型社会における労働組合は、



企業別に組織され、その企業で働く労働者の利益を代表する。彼らの共通の利益はその企業の総

額人件費なので、労働組合はその増加を目指す。（194字） 

 

（解説） 

労働組合について二つの社会の相違を簡潔にまとめる設問です。ここでも、両者の相違を的確

に表現することが重要です。 

 

【問 3】 

あなたが大学に入学してから勉強したいことを挙げ、それがジョブ型社会あるいはメンバーシ

ップ型社会でどのように重要になるのかを、400字以内で説明しなさい。 

 

（解答例） 

私の育った国はジョブ型社会に近い。長い間ひとつの会社の中でいろんな仕事をする人よりも、

例えば、いろんな会社でプログラミングの仕事をすることを目指す人が多い。プログラミングが

自分の仕事だと常に考えるので、わからないことは他人に質問して自分で解決し始めなければな

らないと常に考える。しかし質問が上手ではない人のために別の方法もあるとよいと思ってい

た。日本のようなメンバーシップ型社会では誰もが初心者なので、質問もしやすいと思った。日

本はメンバーシップ型社会と言われることがあると学んだことがあり、私の参考になると思い、

日本で学ぶことにした。特に、経営組織論を学び、働く人が活躍するために会社がどのような仕

組みを持っているのかを知りたい。卒業後は日本の会社に就職してその知識を試し、私の国と日

本の良いところを組み合わせて、日本の同僚と分け合いたいと思っている。（378字） 

 

（解説） 

本学で何を学びたいのか。本学での学びと大学卒業後の職業生活との間にどのような関係があ

るのか。これらの問いについてのあなたの考えを、ジョブ型（あるいはメンバーシップ型）社会

の特徴を用いて説明することを求める設問です。経済の観点から社会の特徴を観察し、自身（す

なわち個々の経済主体）の生活や選択と関連付けて考え、それを的確に表現することが重要です。 

 
  



「問題」「解答・解答例等」「出題の意図」 

 

選抜区分 ２０２６年度 （選抜区分：外国人留学生特別選抜） 
経済学部   （科目名：面接） 

（面接の意図・ねらい） 
経済学部を志望する理由、入学後の学業・学生生活への意欲、卒業後の進路、修学を念頭に置

いた日本語能力、を判断しています。 
 
（評価のポイント） 
面接者の質問に対して、的確に、具体的な内容で応答しているものを高く評価します。 


